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	なお、掲載された学習関連資料は、一般公募により収集し、原則としてご応募いただいたもののうち下記の基準に該当するものを全て掲載して�
	また、資料の内容が科学的事実と異なる場合や不適切な表現がなされている場合もありますので、活用に際しましてはご利用いただく場面に応じて各自でご判�
	●　学習関連資料の内容が「化学物質と環境」、「環境リスク」又は「化学物質とくらし」のいずれかに関連していること
	●　学習対象者が小中学生又は高校生であること（小中高校生の指導者用を含む）
	●　だれもが入手可能であること
	●　特定の商品の販売促進を目的としたものではないこと
	※　化学物質への言及の量として、例えば冊子であれば化学物質に関連する章を設けて説明がされているものは、一定の関連性があるとして本デー
	※　化学物質の範囲としてはフロンは含めることとし、温室効果ガス・医薬品等のみを取り扱ったものは含めないことといたしました。

